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げた。実験動物は体重 150g 前後の雄白鼠を用い， 腹水肝癌 AH 130 を腹腔内に移植した D 鼠を断頭脱
血後，肝臓を冷生理食塩水で濯流した後引出して酵素材料とした口酵素は Cantoni の方法に従って調整
した部分的精製酵素を用いた o methyldonor としては S-adenosylmethionine を， methylacceptor とし
ては nicotinamide を用いた。 37 0C ， 1 時間の反応後，生成した NLmethy lnicotinamide の量を Huff
の方法を若干" modify した方法で測定した。
酵素活性は 1 時間に宅玄 mg ?Ij り生成する NLmethy lnicotinamide の μg で表わした。
正常動物肝ではメチル転移酵素活性の平均値ば 2.1μg/mg/h であった口



















正常動物に cortisone 又は hydrocortisone を腹腔内に 1 回注射して (5mgjl00g body weight) その影
響をみたが殆ど活性に変動を認めなかった。 副腎易リ除による副腎皮質ホノレモン脱落の影響はやや活性の低
下を示し， hydrocortisone の投与はこの活性低下を或程度防止した。然し何れにしろ正常動物に対しては
余り苫明な影響を示さなかった。 これに反し腹水移植後 9 日目の活J性の上昇している鼠に副腎刻除を行な









活性の上昇が認められた D そこで Toxohormone を投与して241時間後の活性の変動をしらべたがやはり酵
ぷ活性の上昇を示した o Yiに Toxohormone 投与と共に hydrocortisone の注射を行なうと，酵素活性は
各々単独投与よりも更に上昇を示した。飢餓条件で Toxohormone の注射を行なった時も同様の効果を示
した D
















f作|ド:用によつて起り， さらにこれにJ担且癌という条件が方担加口Iわつていることが示|唆皮された 0 そこでとくに担出動
物で問題となっている Toxohormone をとりあげてこの酵素活性にたいする影響を検討した。 Toxohor­




を検討し， Toxohormone，全面的内的栄長失調および Glucocorticoid の関与を明らかにしたもので， 担
総状態における代謝調節を fj)jらかにした興味ある研先である Q
-171 ー
